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1 アブストラクト
代数幾何学では，多項式の共通零点からなる集合を代数多様体と呼び，その幾何学的な性質を研
究します．しかし一般に代数多様体は複雑な形をしており，その構造を直接調べることは容易では
ありません．そこで代数多様体を折れ線や多面体のような区分線形な図形に置き換え，組合せ論的
な方法によって研究する理論があり，それをトロピカル幾何学といいます．トロピカル幾何学では
加法と乗法を

a⊕ b = max{a, b}, a⊙ b = a+ b

で定め，この演算のもとで得られる多項式は凸で区分線形関数になります．これをトロピカル多項
式と言います．例えば通常の多項式 x+ y + 1 に対応するトロピカル多項式は max{x, y, 1}です．
本講演では前半でトロピカルがどのように役立つかを簡単に紹介し，後半ではトロピカル代数幾
何学の基本定理

-val(V (I)) =
∩
F∈I

Trop(F ) = {w ∈ Rn | inw(I) ̸= (1)}

を紹介します．ここで F は,多項式 f =
∑

u cux
u に対するトロピカル多項式

trop(f)(w) := max
u

{− val(cu) + ⟨u,w⟩}

で，Trop(F ) は最大値が少なくとも二つの項で達成される点の集合で，解の集合の役割を持って
います．また inw(I) はこの最大値を達成する項を取り出すことによって定まる初期イデアルです.

基本定理は，代数多様体の解に付値を施して得られる集合，トロピカル方程式の解の集合，そして
初期イデアルによって記述される集合がすべて同じ幾何学的対象を表していることを主張します．

2 前提知識
線形代数，群・環・体，代数多様体に関する基礎的な知識を仮定します。
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